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福岡県後期高齢者医療広域連合条例第１号  

福岡県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条  

例の一部を改正する条例  

 福岡県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例（平成１

９年条例第２６号）の一部を次のように改正する。  

第９条中「令和４年度及び令和５年度」を「令和６年度及び令和７年

度」に、「１００分の１０．５４」を「１００分の１１．８３」に改め

る。  

第１０条中「令和４年度及び令和５年度」を「令和６年度及び令和７

年度」に、「５６，４３５円」を「６０，００４円」に改める。  

第１１条中「６６万円」を「８０万円」に改める。  

第１３条第１項第１号ア中「及び法第１１７条第２項」を「、法第１

１７条第２項」に改め、「規定による拠出金」の次に「及び法第１２４

条の２第１項の規定による出産育児支援金並びに感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１４号）の規

定による流行初期医療確保拠出金等」を加え、同項第３号中「、被保険

者均等割総額」の次に「の４８分の５２に相当する額」を加える。  

第１５条第１項第２号中「２９万円」を「２９万５，０００円」に改

め、同項第３号中「５３万５，０００円」を「５４万５，０００円」に

改める。  

附  則  

（施行期日）  

１  この条例は、令和６年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２  この条例による改正後の福岡県後期高齢者医療広域連合後期高齢者

医療に関する条例（以下「改正後の条例」という。）の規定は、令和



 
 

６年度以後の年度分の保険料について適用し、令和５年度以前の年度

分の保険料については、なお従前の例による。  

３  令和６年度において、福岡県後期高齢者医療広域連合が次の各号の

いずれかに該当する被保険者（第４項から第６項の適用を受ける被保

険者を除く。）に対して課する保険料の賦課限度額については、改正

後の条例第１１条中「８０万円」とあるのは、「７３万円」とする。  

（１）  昭和２４年３月３１日以前に生まれた者  

（２）  令和７年３月３１日以前に高齢者の医療の確保に関する法律

（昭和５７年法律第８０号）第５０条第２号の認定を受け、被保険

者の資格を有している者（前号に掲げる者及び昭和２４年４月１日

から昭和２５年３月３１日までに生まれた者で７５歳に達した後に

、当該認定を受けた後期高齢者医療広域連合の区域内に住所を有し

なくなったものを除く。）  

４  令和５年の基礎控除後の総所得金額等が５８万円を超えない者に対

して課する令和６年度における所得割率については、改正後の条例の

規定にかかわらず、なお従前の例により算定するものとする。  

５  前項の規定によりなお従前の例によることとされる場合において、

保険料の賦課限度額は６７万円とし、後期高齢者負担率は１００分の

１２．２４とする。  

６  第４項の場合における所得割率は、１００分の１１．０２とする。  


